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総
説
•
文
教
行
政
全
般
の
進
展
方
同
／
各
分
野
の
文
教
施
策
の
展
開
方
向

8

す
合
数
訟
胞
笛
宍
り
蛉
g
人
口
的
盆
畑
淮
～
•
教
育
改
革
の
推
進
／
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充
実

／
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／
「
我
が
国
の
又
教
施
策
」
（
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員
等
の
生

涯
生
活
設
計
の
推
進

m
生
罷
学
習
0

生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

12
初
等
中
等
敦
育
＠
初
等
中
等
教
育
の
概
況
／
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
，
生
徒
指
導
の
充
実

／
進
路
指
蒋
の
改
善
／
健
康
教
育
の
充
実
，
』
＇
国
際
化
。
惰
報
化
へ
の
対
応
／
高
等
学
校
教
育
の
改
革
／
幼

稚
圏
教
育
・
職
業
教
育
＇
特
殊
教
育
の
振
興
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
教
職
員
定
数
の
充
実
等
教
育

条
件
の
整
備
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
／
海
外
子
女
教
育
・
帰
国
子
女
教
育
の
充
実
／
外
国
人
子
女
教

育
の
推
進
／
同
和
教
育
の
振
興

四
高
等
教
育

0
高
等
教
育
の
現
状
と
整
備
の
方
向
、
，
高
等
教
育
改
革
の
推
進•
9
,
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育

の
推
進
／
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
た
人
材
養
成
／
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
固
立
大
学
の
整
備
充
実
等
／

公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
，
‘
/
，
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
，
／
就
職
協
定
に
つ
い
て

30

私
立
学
校
0

私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

32

学
樹
研
究
0

学
術
行
政
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充
／
若
手
研
究
者
の
養
成
。
確
保
／
．

学
術
研
究
体
制
の
整
備
、
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
力
。
連
携
の
推
進

36
社
会
勅
竺
胃
贔
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

3
8ス
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ツ
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ポ
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ツ
行
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概
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／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
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涯
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け
る
体
育
e
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充
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化
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文
化
発
信
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会
」
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術
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／
国
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•
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・
宗
務
／
文
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保
存

と
活
用
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交
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協
力
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国
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交
流
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概
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／
教
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学
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文
化
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ツ
の
国
際

交
流
＇
協
力
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学
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／
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進
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進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方
策

／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
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「
文
化
発
信
社
会
」
の
構
築

今
日
、
国
民
の
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
傾
向
を
反

映
し
、
社
会
全
体
で
文
化
振
興
の
意
欲
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
個
性
豊
か
な
文
化
の

発
信
と
交
流
を
通
じ
て
国
際
貢
献
を
す
る
こ
と
が
、

我
が
国
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
「
平
成
万
年
度

我
が
固
の
文
教
施
策
L

（
白
書
）
に
お
い
て
は
、
豊
か

な
個
性
あ
る
文
化
を
個
人
か
ら
、
地
域
か
ら
、
さ
ら

に
国
レ
ベ
ル
で
発
信
す
る
と
と
も
に
r

相
互
の
交
流

を
通
じ
て
新
た
な
文
化
の
創
造
を
目
指
す
「
文
化
発

信
社
会
」
の
構
築
を
提
唱
し
、
政
府
に
お
い
て
も
文

化
の
振
興
が
最
重
点
課
題
の
一
っ
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
視
点
の
下
に
文
化
政
策
を
展
開
す

る
た
め
の
検
討
を
行
う
文
化
庁
長
官
の
私
的
諮
問
機

関
で
あ
る
文
化
政
策
推
進
会
誤
（
会
長
こ
坂
本
朝
一
。

元
N
H
K
会
長
）
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
一
月
一

一
日
に
r

「
；
文
化
発
儒
社
会
し
の
基
盛
の
構
築
に
向

最
近
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
文
化
の

創
造
や
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
を

通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
た

地
域
文
化
振
興
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

）
、
大
型
舞
台
芸

術
公
演
や
海
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ヘ
の
参
加
公
演
に

ひ
の
さ

加
え
、
世
界
の
桧
舞
台
で
公
演
を
行
う
事
業
へ
の
支

援
、
地
域
芸
術
団
体
の
海
外
公
演
、
海
外
の
芸
術
団

体
と
の
共
同
制
作
と
い
っ
た
事
業
を
予
定
し
て
い
る
C

ま
た
r

芸
術
家
の
養
成
。
確
保
に
関
す
る
施
策
と

し
て
、
我
が
国
の
若
手
芸
術
家
の
国
内
外
に
お
け
る

研
修
の
機
会
や
、
海
外
の
新
進
芸
術
家
に
我
が
国
で

の
研
修
。
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
「
芸
術
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
六
年
度
に
は
、
一

芸
術
家
在
外
研
修
の
研
修
員
を
増
員
す
る
ほ
か
、
新
一

た
に
芸
術
イ
ン
タ
ー
．
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
ア
ー
ト
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
分
野
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。
＿

こ
の
ほ
か
、
映
画
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

す
る
こ
と
と
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
映
画
フ
ィ
ル
ム
収
集

事
業
優
秀
映
画
鑑
賞
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、

国
際
映
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
及
び
映
画
フ
ィ

ル
ム
整
備
等
の
諸
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。
ま

た
、
昨
今
の
映
画
を
め
ぐ
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、
平

成
六
年
二
月
に
開
始
し
た
映
画
芸
術
の
振
興
方
策
に

関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

巳
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興

ー

こ

れ

に

こ

た

え

、

地

方

拠
点
都
市
法
の
対
象
地
域
に
お
い
て
文
化
創
造
の
場

及
び
地
域
か
ら
の
文
化
情
報
の
発
信
基
地
を
創
生
す

る
「
地
方
拠
点
都
市
文
化
推
進
事
業
」
を
拡
充
す
る

ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
高
水
準
の
芸
術
文
化
団
体
の

育
成
。
定
着
化
を
図
る
1

新
文
化
拠
点
推
進
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
優
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
ど
も
芸
術
劇
場
等
の
巡
回

公
演
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
国
立
博

物
館
・
美
術
館
の
所
蔵
す
る
美
術
品
な
ど
を
地
域
に

巡
回
展
示
す
る
「
国
立
博
物
館
。
美
術
館
地
方
巡
回

展
」
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
広
く
国
民
一
般
の
各
種
の
文
化
活
動
を

全
国
的
な
規
模
で
発
表
す
る
場
と
し
て
、
「
第
九
回
国

民
文
化
祭
」
を
一

0
月
二
二
日
か
ら
三

0
日
ま
て
三

重
県
で
、
「
第
一
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」

を
八
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
愛
媛
県
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
地
域
に
活
動
拠
点
を
持
つ
芸
術
文
化
団
体

さ
ん

に
海
外
で
の
研
鎮
機
会
を
提
供
す
る
「
地
域
芸
術
劇

団
海
外
公
演
事
業
L

を
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

発
展
途
上
固
の
青
少
年
等
を
招
へ
い
す
る
「
ア
ジ
ア

青
少
年
等
国
際
文
化
交
流
事
業
」
を
拡
充
す
る
な
ど
、

文
化
の
国
際
交
流
の
一
層
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

ハ
ー
ド
面
の
施
策
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー

ル
や
演
劇
専
用
劇
場
な
ど
r

高
度
な
機
能
を
備
え
た

ジ
ャ
ン
ル
別
専
用
ホ
ー
ル
や
、
地
域
住
民
の
文
化
活

動
の
拠
点
と
な
る
公
立
文
化
会
館
の
整
備
を
引
き
続

m
国
語
施
策
の
推
進

3
 国

語
・
著
作
楕
・
宗
務

我
が
国
現
代
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
な
る
第
二
国
立

劇
場
（
仮
称
）
は
、
現
在
本
格
的
な
建
設
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
エ
期
は
約
四
年
半
を
要
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
平
成
九
年
二
月
完
成
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
同
劇
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
芸
術

家
等
の
創
意
に
よ
る
弾
力
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

財
団
法
人
に
委
託
す
る
予
定
で
あ
り
、
芸
術
界
な
ど

各
界
の
参
加
を
得
て
平
成
五
年
四
月
に
財
団
法
人
第

二
国
立
劇
場
運
営
財
団
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
九
年
度
の
開
場
に
向
け
、
開
場
記
念
公
瀕

こ
け
ら

（
い
わ
ゆ
る
柿
落
し
公
演
）
の
企
画
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
作
成
、
優
れ
た
劇
場
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

等
の
準
備
が
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
及
び
第
二
国

立
劇
場
運
営
財
団
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
語
審
議
会
は
、
昭
和
図
一
年
六
月
の
文
部
大
臣

諮
間
を
受
け
て
以
来
．
平
成
三
年
二
月
ま
で
二
五
年

に
わ
た
り
、
戦
後
国
語
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
審

醗
し
、
所
要
の
答
申
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
内
閣
告
示
・
訓
令
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

最
近
で
は
平
成
五
年
六
月
に
出
さ
れ
た
報
告
「
現

四
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
整
備
の
推
進

け
た
当
面
の
重
点
方
策
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提
言

を
取
り
ま
と
め
f
「
文
化
発
信
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
関
係
者
の
み
な
ら
ず
広
く
国
民
に
対
し
理
解
と

協
力
を
求
め
た
（
同
会
議
で
は
、
現
在
小
委
員
会
に

お
い
て
中
。
長
期
的
観
点
か
ら
文
化
政
策
上
の
諸
課

題
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
る
。
）

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
文
化
庁
と
し
て
は
平

成
六
年
度
予
算
案
に
お
い
て
対
前
年
度
比
一

0
．
六

％
増
の
万
九
六
億
円
を
計
上
し
r

文
部
省
予
算
全
体

に
占
め
る
割
合
も
文
化
庁
創
設
以
来
最
高
の
一
．

o

七
％
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
文
化
の
創
造
と
発

信
の
た
め
の
諸
施
策
の
充
実
、
地
域
文
化
の
振
興
、

文
化
財
の
あ
る
豊
か
な
生
活
の
推
進
、
国
立
文
化
施

設
の
整
備
充
実
、
文
化
の
国
際
交
流
こ
協
力
の
拡
充

等
の
諸
胞
策
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
広
く
国
民
が
芸
術
文
化
に
饒
し
み
、
自
ら

の
手
で
新
し
い
文
化
を
創
造
で
き
る
よ
う
な
基
盤
整

備
の
た
め
r

芸
術
文
化
振
興
基
金
に
よ
り
、
引
き
続

き
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
て
幅
広
く
助
成
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

特
集
：
文
教
施
策
の
進
展
平
成
六
年
度
の
展
望

き
進
め
る
。

芸
術
は
文
化
の
精
華
で
あ
り
、
芸
術
活
動
が
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
は
そ
の
国
の
文
化
の
水

準

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

．

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
創
造
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
た
め
、
従
来
か
ら
芸
術
家
に
意
欲
的

な
発
表
の
機
会
を
与
え
る
た
め
の
「
芸
術
祭
L

を
開

催
し
、
ま
た
r

我
が
固
の
中
核
的
な
芸
術
関
係
団
体

の
行
う
定
期
公
演
等
基
幹
的
事
業
に
つ
い
て
、
「
民
間

芸
術
等
振
興
費
補
助
金
」
に
よ
る
助
成
を
は
じ
め
、

「
日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
」
、
「
優
秀
舞
台
芸
術
公
演

奨
励
」
、
「
芸
術
活
動
特
別
推
進
事
業
」
等
多
彩
な
援

助
事
業
を
行
い
r

邦
人
に
よ
る
創
作
作
品
の
上
演
等

優
れ
た
芸
術
活
動
に
対
す
る
助
成
を
強
化
し
、
芸
術

水
準
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
特
に
平
成
六
年
度
に

は
、
「
芸
術
活
動
特
別
推
進
事
業
」
を
「
舞
台
芸
術
高

m
芸
術
創
作
活
動
の
推
進

2
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①
文
化
財
保
護
施
策
の
充
実

代
の
国
語
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、

文
部
大
臣
が
一
一
月
、
第
二

0
期
国
語
審
議
会
に
対

し
「
新
し
い
時
代
に
応
じ
た
国
語
施
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
L

と
い
う
諮
問
を
行
っ
た
。
こ
の
諮
問
に
お

い
て
は
、
今
後
の
国
語
施
策
は
言
葉
遣
い
な
ど
国
語

の
問
題
全
般
を
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
国
賠
審
議
会
で
は
、
こ
の
諮
問
事

項
に
つ
い
て
は
順
次
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
美
し
く
豊
か
な
言
葉
を
普
及
す
る
た
め
、

冊
子
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
作
成
。
配
布
し
、
国
語
に

関
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語
を
大
切
に
す
る
意
識
を

高
め
て
い
く
。

近
年
、
国
際
交
流
の
進
展
に
伴
い
、
国
内
外
に
日

本
語
学
習
者
が
増
大
し
r

そ
の
学
習
目
的
も
多
様
化

し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
日
本
語
教
育
機
関
の
実
態
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
日
本
語
教
育
指
導
者
に
対
す
る
研
究
協
議
会

の
開
催
、
日
本
語
教
育
指
導
方
法
の
改
善
の
た
め
の

調
査
研
究
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
つ

い
て
も
、
教
材
の
作
成
。
配
布
f9

日
本
語
指
導
者
に

対
す
る
研
修
会
ふ
切
究
協
議
会
等
に
加
え
、
平
成
六

年
度
か
ら
モ
デ
ル
地
域
に
お
け
る
日
本
語
指
導
者
養

成
の
た
め
の
請
習
会
の
開
催
等
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
の
日
本
語
教
育
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
。

文
化
財
の
保
存
と
詰
用

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
重

要
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
重
要
無
形
文

化
財
、
、
重
要
有
形
（
無
形
）
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
選
定
保
存

技
術
と
し
て
選
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
文
化

財
に
関
し
て
、
有
形
の
文
化
財
の
場
合
は
そ
の
保
存

修
理
、
買
上
げ
等
に
対
し
、
ま
た
、
無
形
の
文
化
財

の
場
合
は
そ
の
伝
承
者
の
養
成
、
記
録
の
作
成
等
に

対
し
補
助
等
を
行
い
、
そ
の
保
護
に
必
要
な
措
置
を

購
じ
て
い
る
。

平
成
六
年
度
に
は
、
天
然
記
念
物
を
整
備
・
活
用

す
る
「
エ
コ
。
ミ
ュ
i
ジ
ア
ム
」
整
備
に
要
す
る
経

費
を
新
た
に
計
上
す
る
と
と
も
に
．
か
つ
て
我
が
国

の
政
治
。
経
済
。
社
会
。
文
化
の
中
心
と
し
て
機
能

し
て
い
た
国
分
寺
•
国
府
等
の
史
跡
を
地
域
の
中
核

史
跡
と
し
て
整
備
。
活
用
す
る
「
地
域
中
核
史
跡
等

整
備
特
別
事
業
」
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
国
立
文
化
施
設
の
整
備

著
作
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
惰
報
伝
達
技
術
の
発

達
に
よ
る
著
作
物
利
用
形
態
の
多
様
化
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
及
び
著
作
権
保
護
を
め
ぐ
る
菌
際
的
な

動
同
等
を
考
慮
し
て
、
権
利
者
と
利
用
者
の
間
の
適

切
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
著
作
権
審
議
会
で
は
、
現
在
、
常
設

の
第
一
小
委
員
会
で
著
作
権
制
度
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
総
合
的
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
小
委
員
会
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
著

作
権
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
著
作
権
問
題

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
醗
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
著
作
櫂
問
題
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
映
画
の
二
次
的

利
用
（
放
送
、
ビ
デ
オ
化
）
の
増
大
に
伴
う
実
洟
家
、

映
画
監
督
等
映
画
製
作
者
と
の
関
係
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
映
画
の
二
次
的
利
用
に
関
す
る
調
査
研
究
協

議
会
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

著
作
権
の
実
効
的
な
保
護
の
た
め
に
は
r

国
民
の

著
作
権
に
関
す
る
一
層
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
文
化
庁
で
は
、
国
民
の
著
作
権
保
護
の
意
識

を
高
め
る
た
め
、
各
種
講
習
会
の
開
催
、
資
料
の
発

行
等
を
通
じ
、
著
作
権
思
想
の
普
及
・
啓
発
に
努
め

て
い
る
。
平
成
六
平
度
は
、
新
た
に
、
学
校
に
お
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
す
る
場
合

の
著
作
籠
に
関
す
る
管
理
方
法
や
体
制
の
在
り
方
に

制
の
充
実
に
加
え
、
発
掘
調
査
に
伴
っ
て
検
出
さ
れ

る
出
土
文
化
財
の
管
理
・
保
管
等
を
行
う
た
め
の
「
出

土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
ー
建
設
に
対
し
、
引
き
続

き
補
助
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て
も
、

特
に
緊
急
を
要
す
る
修
理
等
を
引
き
続
き
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
は
そ
の
保
存
活
動
閃
連
事

業
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
宝
・
重
要
文
化

財
の
保
存
修
理
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
今
後
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
審
議
会
文
化
財
保
護
企
画

特
別
委
員
会
に
お
い
て
平
成
五
年
四
月
に
審
議
経
過

報
告
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
世
界
遺
産
条
約
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

平
成
五
年
―
二
月
に
文
化
遺
産
と
し
て
法
隆
寺
地
域

に
お
け
る
仏
教
建
造
物
及
び
姫
路
城
、
自
然
遺
産
と

し
て
屋
久
島
及
び
白
神
山
地
が
我
が
国
と
し
て
初
め

て
世
界
遺
産
一
覧
表
に
登
載
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
九
月
に
は
古
都
京
都
の
文
化
財
（
京

都
市
、
宇
治
市
、
大
津
市
）
を
推
薦
し
て
い
る
。

今
日
の
我
が
国
の
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
美
術

を
含
む
芸
術
全
般
及
び
文
化
財
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
、
「
体
験
の
場
」
と
し
て
の
美
術
館
・
博
物
館

の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

世
界
の
優
れ
た
文
化
財
の
保
護
に
積
極
的
に
取
り

組
粒
こ
と
は
、
我
が
国
が
文
化
同
家
と
し
て
国
際
貢

献
を
果
た
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
に
係
る
国
際
交
流
は
、
歴

史
や
文
化
の
相
互
理
解
を
促
進
し
、
友
好
親
善
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
従
来
か
ら
、
中
国

の
敦
煙
遺
跡
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
文
化
遺

産
な
ど
の
保
護
に
関
す
る
共
同
研
究
や
、
文
化
財
に

関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
文
化
財
保
存
セ
ミ
ナ

ー
等
の
国
際
研
究
集
会
の
開
催
、
専
門
家
の
派
遣
。

招
へ
い
等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
六
年
度
は
、
新
た
に
文
化
財
の
保
存
修
復
技

術
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
、
在
外
日
本
古
美
術
品

に
係
る
博
物
館
・
美
術
舘
学
芸
員
と
の
研
究
協
力
を

行
う
ほ
か
、
在
外
日
本
古
美
術
品
の
修
復
協
力
、
国

立
博
物
館
と
海
外
の
薄
物
館
と
の
展
覧
会
の
交
流
事

業
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑮
文
化
財
の
国
際
交
流
囁
脇
力
事
業

仮

」

洋
美
術
館
の
「
二
十
一
世
紀
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
L

の
新
設
を
は
じ
め
、
国
立
美
術
館
、
博
物
館
等
の
格

段
の
整
備
充
実
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
六

年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
陳
列
品
、
美
術
品
購
入
の
充
実
等

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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(2) 

著
作
権
制
度
の
改
善

特
集
9
文
教
施
策
の
進
展
ー
平
成
六
年
度
の
展
望

関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
管
理
手
引
書
を
作
成
・
バ

配
布
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
・
"
[
E

保
護
の
周
知
徹
底
を
図
る
予
定
で
あ
る
。
〗
＇

ま
た
、
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
に
つ
い
て
著
作
権
制
度
｛
｛文

の
一
層
の
整
備
炉
国
際
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ー
タら―

か
ら
、
我
が
国
は
r

著
作
権
の
国
際
的
保
護
を
推
進
芍

す
る
た
少

W
I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
竺

に
資
金
を
拠
出
し
、
同
機
関
が
行
う
ア
ジ
ア
地
域
を
心、7

対
象
と
し
た
著
作
権
制
度
の
整
備
・
普
及
事
業
を
引
．
9
｝
9.

き

続

き

支

援

す

る

。

）

号

f
-
ダJ全

四

宗

務

行

政

の

推

進

翠

近
年
、
宗
教
法
人
に
関
す
る
税
法
上
の
優
遇
措
置
―
’、i、ー↑，

等
に
着
目
し
宗
教
界
の
外
部
の
者
が
宗
教
法
人
を
利
式5” 

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、
昭
和
六
咬ヽ芦

三
年
三
月
に
宗
教
法
人
の
設
立
、
規
則
変
更
の
認
証
｝
‘
^、ヽゲ．

事
務
等
を
一
層
適
正
に
行
う
よ
う
都
道
府
県
知
事
に
]
£

通
達
を
発
し
r

そ
の
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
｛
っ

ま
た
、
宗
教
法
人
の
税
の
申
告
漏
れ
や
脱
税
、
不
｝
つf―‘ ｀
 

適
切
な
収
益
事
業
等
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
と
さ
れ
る
事
．
｀
↓
C
L

例
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
]
•
宗
臼

ヽ

教
法
人
関
係
者
を
対
象
と
し
た
各
種
研
修
会
の
実
施
ら

や
手
引
書
、
事
例
集
、
視
聴
覚
教
材
（
ビ
デ
オ
）
等
↓
L

二
『
テ

の

作

成

、

頒

布

を

行

っ

て

い

る

。

』

{

[

平
成
六
年
度
に
は
、
直
接
法
人
事
務
に
携
わ
る
者
、
2

を
対
象
と
し
て
、
法
人
意
識
の
高
揚
と
事
務
処
理
能
ふラ

カ
の
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
宗
教
法
人
硲

実
務
研
修
会
を
抗
充
し
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の

9＂ヽ，
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宝
井
琴
嶺

令
事
例
紹
介
宮
崎
県
立
宮
崎
東
高
等
学
校
ほ
か

桐
木
逸
朗
／
（
聞
き
手
）
岡
本
煎

最
首
輝
夫
／
（
聞
さ
手
）
松
下
倶
子

生
涯
学
習
社
会
の
基
点
と
し
て
の
母
校
ー
土
田
牌
雄

命
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
割
習
役

鱈

傘

学

の
涯
校
生
学

(

5

月
号
）
目
次

f
等
巻
願
言

令
論
文

生
涯
学
習
と

輩
中
等
教
育
の
改
革
l

t

1
ー
'
|
麻
生
誠

生

涯

学

習

と

大

学

の

役

割

ー

ー

小

川

剛

人
•
こ
の
道
ー

教
育
。
文
化
と
地
域
づ
く
り
北
海
道
標
沖
町

都
道
府
県
発
ー
教
育
・
堂
伽
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

|

'

山

形

県

・

宮

崎

県

▽
今
月
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、
年
度

初
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
平
成
六
年
度
の

文
教
旅
策
全
般
を
展
望
す
る
「
文
教
施

策
の
進
展
L

と
し
て
お
り
ま
す
C

ほ
ほ
文
部
省
全
体
に
わ
た
る
関
係
局

腺
が
、
分
担
し
て
執
筆
し
て
お
り
ま
す
＾
）

今
日
の
文
教
施
策
を
概
観
す
る
に
役

立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

▽
新
年
度
を
迎
え
た
今
月
号
か
ら
は
、

本
誌
の
企
画
を
変
更
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
長
い
間
、
東
京
国
立
博
物

館
の
御
協
力
の
下
、
そ
の
所
蔵
作
品
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
名
作

シ
リ
ー
ヂ
ご
は
、
平
成
六
年
度
に
は
京

都
国
立
憾
物
館
の
御
協
力
の
下
、
同
館

の
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
か
ら
の
企
画
で

あ
り
ま
し
た
「
「
文
部
時
毅
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
し
は
、
平
成
五
年
度
（
第
五

回
）
を
も
っ
て
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
’

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
作
品
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
C

編

新
し
い
企
画
と
し
て
は
、
「
詞
ア
ト
ラ

ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
栄
ー
ツ
の
最
前

線
し
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
九
九
六
年
に
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
市
で

開
催
さ
れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め

ざ
し
頑
張
る
我
が
回
の
各
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
強
化
の
模
様
を
お
届
け
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

▽
つ
い
先
日
終
わ
っ
た
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
ま
た
昨
年

の
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
予
選

で
も
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
さ

ら
な
が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ
な
ど
で
の
日

本
選
手
の
活
躍
＂
咬
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
欲
を
か
き
た
て
た
り
、
ス

叔
ー
ツ
の
振
興
を
促
し
た
り
、
ひ
い
て

は
世
の
中
ま
で
を
も
明
る
＜
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
幹
事
に
は
、
今
も
昭
和
三
一
年
、

-
0歳
の
時
に
閏
い
た
メ
ル
ボ
几
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
タ
で
の
平
泳
ぎ
の
古
川
選
手
、

三
段
跳
び
の
小
掛
選
手
ら
の
活
躍
を
伝

え
る
ラ
ジ
オ
放
送
に
、
一
喜
一
憂
し
た

記
憶
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

(

A

。
S
0
)

集

後

記
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